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 要 旨   
背景： 
アセトアルデヒドはアルコール飲料に含まれる発癌性物質であり、特に食道癌と口腔癌

と関連づける報告が多くなされている。曝露がアルコール消費量で左右されるアセトアル

デヒドは「人間にとって発癌性がある」(IARC Group1)と見なされている。現在、アセトア

ルデヒドと口腔癌のメカニズムの研究では、上皮のエタノール代謝もしくは口頭細菌叢の

微生物酸化によって生成される唾液中のアセトアルデヒドに注目している。本研究では、

アセトアルデヒドが口腔癌の要因の１つであるかを検討した。 
方法： 
唾液中アセトアルデヒド濃度は、異なるエタノール濃度のアルコール（ビール、りんご

酒、ワイン、シェリー酒、ウォッカ、カルバドス、ブドウのスピリット、テキーラ、チェ

リースピリット）を用いて、エタノール代謝の影響を除くために飲み込まずに、官能検査

によって測定した。 
結果： 
極端にアセトアルデヒドを多く含むアルコール飲料で 30 秒間口をすすぐと、これまでに

生体外試験で発癌性ありと判断されたレベル以上に唾液中のアセトアルデヒド濃度は上昇

した(最大 1000μM)。一般に、アルコール飲料を口に入れた 30 秒後に唾液中アセトアルデ

ヒド濃度は最も高くなり（平均 353μM）、以降は 2 分後(156μM)、5 分後（76μM）、10
分後（40μM）と低くなった。唾液中アセトアルデヒド濃度は、飲料に含まれるアセトア

ルデヒドの直接摂取による摂取 30 秒後のレベルで決まり、エタノール代謝の影響は 2 分後

から現れる。 
結論： 
本研究はアセトアルデヒド濃度の高い飲料が口腔癌のリスクを上昇させるメカニズムを

示した。 

 




